
 

～ みんなで助け合う「地域づくり」。ここでは奥多摩町で始まっている「助け合いの地域づくり活動」をご紹介します ～ 

住み慣れた奥多摩町で、子どもから高齢者までみんなで助け合っていきいきと暮らしていけるように・・・ 

お問い合わせ ➡ 奥多摩町地域包括支援センター 生活支援コーディネーター  小峰  TEL：８３－８５５５ 

昨年１２月６日（金） 

大丹波地区の方を対象にした「冬の大丹

波ごはん会」が開催されました。 

この活動は『助け合いのある奥多摩町』

を目指した活動の 1 つで、古民家お食事

処「ちわき」さんのご協力のもと、 

大丹波在住の須崎麻由美さん、須崎

直美さん、大串久美子さんが主体と

なり、地域の方への周知や参加のお

誘いなどの声掛けをし、奥多摩お太

助隊との協働で実現したものです。 

西東京バスを利用して集まりました。 

クイズやお口の体操等でひと時を楽しみ、おいしいお弁当もいただきました。｢住

み慣れた場所で幸せに暮らす｣を目標に活動の輪を広げていければと思います。 

大丹波在住 

お太助隊員 

大串久美子さん 

 



 

1 月 8 日 に小丹波のゲートボール場で｢どんど焼き｣が開催されました。 

いつもは古里保育園の園児が遊びに来るそうですが 

今年はあいにくの雨天。「小さい子が来ないとさみしいねぇ」 

と残念そう。ここは異世代交流の場でもあったんですね。 

平成 16 年ごろから続いている小丹

波老人会主催の「どんど焼き」毎年

1 月 8 日に開催されます。 
 

熊野神社の近くにあるゲートボール

場には朝早くから老人会のメンバー

が集まり、火おこしや甘酒の準備を

して午前中いっぱい住民の方々を迎

えます。 

 

「どんど焼きには住民の方だれでも来て 

いいんですよ！」と老人会長の原島さん

(右から 4 番目) 

 前日から準備する甘酒。あたたかい手作り

の甘酒は心もポカポカに。 

ゲートボール場にある小屋では 

暖をとりながらおしゃべり。 


